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〈論 説〉

20世 紀初頭および戦間期タイの繊維製品貿易の動向

一 関税自主権の回復の影響を視野に入れて

菅 原 昭

は じめに

本稿の課題は,タ イ繊維製品市場が20世 紀に入 りどのように推移 してい く

のかを,そ の間接的指標 となる繊維製品貿易を中心にして,19世 紀 との連続性

の側面 と新 たな変化の動向を考察 し検討することにある。

こうした課題に取 りかかる ヒで,ま ず19世 紀のその推移 と特徴を明 らかに

してお くことは・特 に・連続性を考察するための前提条件 ともいえるであろう
。

の
拙稿 によれば,19世 紀 の繊 維 製 品貿 易 は,大 き く四段 階 に時 期 区 分 が で き る

。

まず第一期 は,19世 紀 の 前半,ボ ウ リング条 約(1855年)ま で の 「第 一 拡 大 期

(対アジァ諸国)」 で あ る。 この 時期 は,輸 出入 共 に綿 関連 品 が セ要 な貿 易品 目の

地位 を 占め,貿 易 相 手 先 も中 国 を 中心 とす るア ジア諸国が圧倒的 な比重 を占め

ていて・ なおかっその貿易 は拡大傾向を示 していた。第二期 は,条 約 以 降 か ら

1862年 頃 まで の 「輸 入 量 の停 滞 と相手 先 の転換期」であ る
。繊維製品 の輸入依

存度 は低下 あるいは停滞 的で あるが,イ ギ リス製 品 に対 す る輸 入 依 存 度 は相対

的 に上昇 し,逆 に,中 国 製 品 に対 す る輸 入 依 存度 は急激に低下す る。第三 期 は,

1862年 以 降 か ら1870年 まで の 「第二 拡 大 期(対 イギ リス)」で あ る。 この間,綿

製 品 の輸 入 単価 が急 落 した結 果,価 額 で は1.4倍 の増 加 にす ぎな いが,量 的 に

は約5倍 の増 加 とな り,実 質 的綿 製 品輸 入 急 増 の画期 となる。第 四期 は,1871

年 か ら1900年 まで の 「長 期 微 増期 」 で あ る。 この30年 間,価 額 で は2 .2倍 に

な るが,輸 入 単 価 の 上昇 を 考 慮 した実 質 的量 的増大 は約1 .6倍 に しか 成 らな
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い。当該期間に人口は推定約1.2倍 増大 しているから,輸 入綿製品の一人当た

り消費量の増加率はさらに小さくなる。

以上の19世 紀繊維製品貿易の段階的推移 と特徴を総括すると,綿 製品輸入

が急激に実質的増人に転 じるのは第二期であ り,同 期間の米輸出は価額 量 と

もに停滞的である。また,米 輸出が急激に拡大する1870年 代半ば以降,綿 製品

輸入の増加率は,む しろ停滞あるいは減速 している。 したがって,従 来の研究

が依拠 して きたイ ングラムの戯 す なわ ち米輸臨 大 儂 民の所得駒)とrl'ff1

製 品輸 入 増人 との直 接 的 相関 性 は示 していない こと。 さ らに,† 要輸 入 品で あ

るイギ リス綿 製 品 の消費者が,ア ヘ ンと同様 に急 増 す る華 僑 で あ ることが確認

され た。19世 紀 の タイ綿 製 品 市場 は,農 村 手 工業 を 中心 に して在来 綿 工業の発

展 を支えなが ら同時 に在来綿布 を消費す るタイ農民 と,輸 入綿 製 品 を消 費 す る

華 僑 とい うよ うに,消 費 構 造 の二 重 性 を 呈 して い たので ある。

ところで,19世 紀 の繊 維 に限 らず 貿 易 に関 す る問題 として残 るのは,一 般 に

いわ れ る 「幼 稚 産 業保 護 論」 とも関係 して くる,不 平等 条 約 に よ る関 税 自 主権

の喪失(ア ヘ ンの無関税 とその他品目の低率輸入関税3%に 固定)の 影響 の問 題 で あ

る。 一方 の ア ヘ ンにっ いては,社 会 的 害悪 は い うまで もな く,そ の輸 入 急増 に

よ って財政 構 造 まで も歪めて しま った(ア ヘ ン専売収入への過度 の歳入依存)こ と

は明 らかで あ る。 しか しな が ら,他 方 の低 率 輸 入 関 税 は,綿 製 品 輸 入 の増 大要

因 にな った ことは否定 すべ くもないが,そ れ が どの程度 の影 響 を及 ぼ したのか

にっ いては確定 で きない ことであ る。 この問題 について は,関 税 自主権 が 回復

す る1927年 以 前 と以 降 の財 政 面 及 び貿 易面 での推移 を比較検証す ることで,

そ の影響 に関 して何 らか の間 接 的示唆 を得 ることが 可能 と思 われ る。

まず,関 税 自主権 の 影 響 の 問 題 や繊 維 製 品貿易 につ いて検討 し考察 す る前

に,本 稿 と関係 す る戦 間 期 タイ研 究 について概観す る ことによ って,こ の研 究

の意義 と課 題 を よ り明確 に してお こう。

1.戦 間期タイ研究の概観 と経済政策および貿易における諸問題

戦闇期 は,一 般的に列強帝国主義諸国を中心 とす る20年 代の相対的安定期
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か ら}29年 世界恐 慌 を契機 に して30年 代 の通 商 戦争 の激 化 と プ ロ ・ソク化 の進

行 と して特徴づ け られて きた。 こうした宗 主国を中心 とす る一般的理解 の枠組

みが,植 民 地 あ るい は従属 的地 域 にお いて も妥 当性を もっか どうか は,疑 問 ・

検 討 の余 地 が あ る。 したが って タイの場合 は,そ う した 問題 を検 証 す る前 に,

まず戦 間期 の タ イ経 済,特 に通 商 ・貿 易面 で の特 徴 を よ り明確 にす る必要 があ

るであろ う。

タイに とって20世 紀初 頭 お よ び戦 間 期C一 般 に第:次 世界大戦 は,英 独開戦の

1939年 か らとされるが,ア ジアにおいては日本帝国主義の中国侵略開始を起点とする15

年戦争論が示すよ うに1930年 代半ばには,大 戦的様相が本格化 していたともいえるであ

ろう。したがって本稿では,】935年 までを戦間期 として分析の対象 とする)は
,対 外 的

に は ビルマ や イ ン ドシナ な ど列強帝 国室義諸国 の植民地産米が,タ イ米 の競 争

相 手 と して 世界lf∫場 に登場 した ことに よ り,米 の輸 出競 争 力 の強 化 に向 けた対

応 を迫 られた時代 であ り,国 内 的 に は,旧 来 の賦役 制 や奴隷 制 の廃 止 によ り,

新 たに行 財政 お よ び金 融 制度 の改編 あ るいは試行錯誤の中で新 たな産業政策

が求 め られた時代で もある。 そ して,こ れ ら一 連 の政 策 的課 題 に対 応 した制度

的改革 や,そ れ に伴 う社 会 経 済 的発 展 の到達点が,1932年 の 「、匿憲 君 主革 命」

で あ った と もいえよ う。

前者 に対応 した セな具体的政策 は,輸 出米 栽 培 の中心 的 地域 で あ る中部(ラ

ンシット地域)で の人 規模 潅 概 で あ り,遠 隔 地 の地 方 市場 を統 合 す る経 済効 果を

もっ社会 資本整備すなわち鉄道敷設であ った。 また後 者に関わ る 主な改革 を箇

条 書きにす ると財政面で は,①1900年9月,ボ ウ リング条約(1855年)の 補 足 協

定(1856年)に あ る低 率地 租 条項 の廃 止 と,1905年 か ら地 租 引 き上 げ,②1908

年,人 頭 税 の金 納 化(年6バ ーツ。 ただ し貧困地域 は税額緩和措置)実 施 ③1910

年,中 国 人 に対 す る人頭 税 の 引 き上 げ(賦 課額3年 ごと4.37バ ーツか らタイ人 と同

じ年6バ ーッ),④1927年,移 民 法 改正(中 国人に対す る入国許 可税の4バ ーツか ら

30バ ーッへの引 き上げ。1937年 の同法改正では200バ ーッに引き上げ られた)
,⑤1927

年}関 税 自主権 の回復,そ れ に よ る翌 年 の内 国通 過 関 税 の廃 止。 とい うよ うに

多 岐にわた っている。
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さ ら に金 融 面 で は,①1902年,政 府 紙 幣 発 行 と金 本 位 制 へ の 移 行,②1904年

10月4日,シ ャ ム商 業 銀 行(SiamC・mmercialBank)の 前身 で あ る ブ ッ ク ・ク

ラ ブ(BookClub)の 設 立(欧 米 銀行 によ る妨害1二作 を避 け るため秘密裏 に創設),1907

年1月 に 外 国 人 の 持 株 比 率 を3分 の1以 下 に法 的 に制 限 す る こ とが 閣 議 決 定 さ

れ 国 王 の 裁 可 を 受 け て の ち,公 式 にh記 社 名 と な る。1908年Chino-Siam

Bankを 設 立(ア ヘ ン専売 業で富 を築 いたJooSengHengタ イ名NaiChalongが 創

設 。彼 は1910年 頃S・C・Bankの 経 営 を も支配)し た が,1913年12月15日 に倒 産
(3)

して華僑資本精米業者 に深刻な打撃を与える,③1916年 農業協同組合(信 用組
(4)

合)設1開 始(1932年 まで に信用組合数150),な どの 具体 的政 策 が 実 施 され た。

この よ うに当時実施 された政策や改革 を概観 しただけで も,そ れ らの効 果 の検

証 を待 たず と も,政 策 主体 と して の タイ政 府 が,戦 間 期 に直 面 した課題 に対 応

して 多様 な政策 あるいは改革 を実施 して きた ことが確認 され るのである。 この

事 は,他 の東 南 ア ジア諸国 が 植民 地 支配 の もと政策 の主体が宗主国にあ った こ

とと決定的 にその様相を異 に して いるといえ よう。

ところが繊維製 品貿易の動向 と関わ りが深 い政策 に目を向 けると,一 言で い

え ば 「消極 的姿 勢 」 で特 徴づけ られて しま うのであ る。例 えば,t"に 東北 部 で

の養蚕 業 の育成 と振興 を 目的 と して,1903年 農 務 省 内 に蚕 業局 が設 置 され,さ

らに棉 作 で は主産 地 の一 つ で ある ピッサヌロー クにおいて,1912年 か ら農務 省

に よ る優 良 品種(カ ンボジァ種)の 作付 奨 励策 な どが実施 され た。しか しなが ら,
(5)

蚕業局 は投資効 果がない とい う理由で1913年 に閉鎖 され た。棉作 は,奨 励 策 に

よ る効 果 で 同地 で の作 付 け面積が1910年1800ラ イか ら1914年9000ラ イ に拡

大 し,1913年 に は現地 商人 に よ って綿 繰 り一■場 も創設 されたが,1914年 の第 一

次 大戦 の勃 発 で原 棉 価格 相 場が下落 したことによ って同地での棉作 は大 きな打・

撃 を被 った。 こうした事態 を受 けて ピッサ ヌローク知事 は,海 外 で の原 棉 需要

あ るい は価 格 相場 に左右 されない,よ り安 定 した棉 花栽 培 の定 着 促 進のために

現地棉花を原料 とす る近代的紡績工場 の創設を政府 に提案 したが,時 の農 務 人

臣(ラ タブ リ親]⊃ に よ って拒否 され た。1918年 に も,国 王 に対 して編 み物 や衣
くの

料製造工場の設立の提案がなされたが,支 持は得 られなかったのである。
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このように1932年 の 立憲革命以前,タ イ政府による積極的な産業育成策あ

るいは工業化策が欠落 していたことは,多 くの先行朔 おいて敏 した見解1こ

もな っている。 そ して,そ の主 な原 因 につ い て の一般 的理解 はa大 枠 で二 つ に

要約 され るで あ ろ う。一つ には,西 欧 資本 あ る い は帝 国主 義 諸国 による植民地

市場 の形成 と,そ れ が もた らす軍 事 的圧 力 お よ び競争的圧 力 とい う外生的要因

であ り,二 つ 目 は,支 配 階層 の工 業化 に対 す る積 極 的姿勢 が欠落 して いた こと

で ある。換 言すれば,王 族 あ るい は官 僚 資 本 の サ クデ ィナー的性格 や華僑資本

の買弁的性格を変化 させ るほど,発 展 の制約 要 因 とな る社 会 構造 あ るいは階級

構造 が くずれて いない という国内的要因で ある。

近年,G.記 通 説 的 見解 を批 判 してKevinHewisonは,19世 紀 末 か ら20世 紀

初頭 にか けて 「1業 化以 前 の工業(lndustryPriort。Industrialization)」 が展 開 し

た こ とが 軽視 あ るい は看 過 されてい ると して,そ の発 展 過程 を捉 え る ことの 重

要性 を指摘 している。特 に1920年 代 に は,そ れ ほ ど国 家 の政 策 的 支援 が な いに

もかかわ らず,小 規模 在 来産 業 の織布 業 や地 方 中心地での製造業な どの一定の

発展があ った ことを,断 片 的 で は あ るが実証 して お り,注 目に値 す る研 究 で あ

C8)
る。

いずれにせよ従来の戦間期研究が,政 府の政策的力点が置かれた分野と同様

に,t要 な一次産品輸出品目に関わる産業分野についての研究が中心であり,

あるいはそれに偏 って研究が進展 してきており,筆 者の関心である繊維製品貿

易あるいはそれ と関連す る在来産業 については,断 片的かつ補足的研究に止

まっているといって もよいであろう。

ところで,さ らに視野を広 げて見ると従来の戦間期東南アジア貿易に関わる

研究 としては,lg世 紀末か ら20世 紀初頭 にかけてのアジア間貿易が,欧 米一

アジア間貿易を凌.vす る勢 いで成長 し,主 に綿関連品を中心 とする 「綿業基軸

(9)

体制」であったことを提示 した杉原薫,日 本綿製品の南方進出の国際的意味に

ついて,イ ギ リス ・オランダとの市場獲得をめ ぐる貿易交渉や貿易摩擦などの

{10)

考察を通 して検討 した杉山伸也,そ して最近では,日 本 とシンガポールを中心

とする日本と英領マラヤ間貿易の発展について,進 出の先導役 としてのか らゆ
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きさんの役割や拡張期における在日(神 戸)華 商の

役割の重要性を指摘 した清蘇 など1こよる研究が

あ る。 こうした研究の特徴 としては,日 本 紡 績 資本

を 中心 に した ア ジア市場 あ るいは東 南 ア ジア市場

に おけ る市 場支配 力 あ るい は経 済進 出 が分析 の主

眼 にな って いる。また,東 南 ア ジァ とい って も経 済

的 要 衝 といわれ た シ ンガ ポールお よびその周辺植

民地市 場 の考察 が中心 とな り,タ イ 市場 につ い て

は,触 れ な いかfあ る い は補 足 的 な 言及 に 止 ま って

い る。

この時期 と重 な る タイの繊 維製 品貿 易 と関係 す

(12)

る代表的な先行研究 としては,イ ングラムの研究が

あるが,分 析の力点が輸入綿製品に対する米の輸出

購買力に,ほ ぼ限定 された内容となっている。

したがって筆者の研究課題 としては,L記 で概観

した先行研究の蓄積を検討 ・考慮 しながらも,第 一

に,従 来,研 究対象 としてあまり深 く、Zち入 った考

察がないタイの繊維製品貿易に分析の焦点を絞 り,

その動向 ・推移を明 らかにす ることによって この

分野での事例研究を提供す ることである。その事

は,同 時に他地域との比較研究を可能 とする一定の

材料を提供することにもなるであろう。第二に,ま

ず,統 計資料 として最 も信頼性が高いと思われる財

政資料を利用 して,貿 易 とも関わる政策上の力点や

関税自主権の回復の影響などにっいて,財 政分析を

通 じて間接的に考察することである。そして,さ ら
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f23,325

235,298

1922

1923

1924

X2,348,093

X2,635,371

X4,462,261

1925×1,938,989

192639,215

192751,581

192 X2,068

192915,442

1930 17,304

1931×8,533,890

1932 9,418,401

1933 9,995,506

1934 18,12,976

1935 9,587,656

193621,352,186

(出所)後 掲歳出入表より作成

に繊維製品貿易動向[貿 易内容の変化(品[構 成 ・価額および量的推移)・ 物価 ・

賃金動向との関係 ・華僑移民 との相関関係]を 分析することによって,戦 間期
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が一つの 「転換期」 として位置づけられることを明 らかにすることである。特

に,こ うした貿易動向を特徴づける国内的要因としては,消 費構造の二重性 と

在来産業または農村手工業の存在が,重 要な要因と推論されるのである。

2.財 政構造 と関税 自主権の回復の影響

ω 財政収支

ここでは,財 政構造全体を分析するのではな く,特 に貿易 と関わる輸入関税

の問題に焦点を絞って考察する。とはいうものの,こ の分野でのこれまでの先

行研究 も踏 まえて,あ る程度財政構造全体の特徴は,押 さえておく必要がある

だろう。

タイは,1855年 のボウ リング条約を端緒 とする列強諸国 との不平等条約の締

結によって,関 税自主権を奪われたにもかかわ らず,1906年 まで財政収支は黒

字基調を維持 してきた。20世 紀に入 り,鉄 道敷設や大規模潅概などの社会資本

整備が本格化するに従い,イ ギ リスやフランス系銀行資本からの融資受け入れ

による外国資金の調達が1905年 から開始される。それで も,こ れ らを含む公的

債務全体の支出は,1911年 から1936年 までの期間,歳 出総額のほぼ5～10%
(13}

の比率 で推移 してお り,財 政 構 造 を歪 め る ほ ど の比 重 を 占め ることはなか っ

た。 表1の 財政 の形 式 収 支(歳 入額か ら歳出額 を単純に差 し引いた額)を 見 て もわ

か る とお り,部 分 的 な例 外 を除 け ば,20世 紀 に入 って もタイの財 政 収 支 の黒字

基調 に,そ れ ほ ど変 化 はな か った と もいえ るであろ う。 当時 タイは,列 強 帝 国

主義 諸国 の植民 地 に隣接 し,侵 略 の脅 威 に さ ら され な が ら,東 南 ア ジア地 域 で

唯一 独 立を維 持 していた国 である。 したが って,タ イ政 府 に と って財 政収 支 の
(14)

安定確保 とその維持は,諸 外国か らの財政面への干渉を排除 し政治的独rを 維

持 してい く上でも,極 めて重要な要件になっていたのである。

このように多少黒字基調が強すぎるが,ほ ぼ財政収支の均衡が保たれてきた

ことは,そ れ程外国の借款に依存す ることな く財政面での独 苗性を維持 しa結

果 として安全保障面に寄与す る不 ・∫欠 の条件を成 していたと思われる。ただ

し,最 終的的評価をくだすには,こ うした黒字基調あるいは均衡をもたらした

原因についてrち 入 った考察が必要である。
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表2-1タ イ歳入構 成比率(1905

直 接 収 入

政府地所 ・不動産収入
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(出所)前 掲表 よ り作成。

(2)関 税 自主 権 の 回復 と歳入 構 造

表2は 歳 入額 を,表2-1は そ の構 成 比 を,そ して図1,図2は それ らを グ

ラ フ化 して示 した もの であ る。1905年 か ら1936年 まで の歳 入面 で の・全体 的特
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…1936)単 位:・転 ツ 徴 と し
て は,第 一 に,極 めて 税収

へ の依 存 度 が 低 い(ほ ぼ40%か ら

50%台)歳 入 構 造 で あ る こ と。第二

に,歳 入 の最 大 項 目を アヘ ン専 売

収 入が 占める ことである。 アヘ ン

は,1905年 か ら1926・年 まで の間 ,

平 均 して ほ ぼ20%前 後 を 占 あ て

い る。第 三 に,1927年 の関 税 自主

{15)

権 の回復以降,急 激 に輸 入 関税 収

入 が 増大 し,そ れ に よ って歳 入 の

税 収依 存 度 を押 し上げて いる こと

であ る。 これ ら全体 的特徴を もた

らした原因 の多 くが,イ ギ リス を

筆頭 とす る列 強 諸 国 との不 平等条

約 よ る制約 にあることは,明 らか

で あ る。 特 に,ア ヘ ン輸 入 関 税 の

撤 廃 とそ の他 品 目の低 率輸入関税

3%へ の固 定 が,最 大 の要 因 で あ

るこ とを間接 的 に示唆 している。

具体的 に検証 してみ るとアヘ ン

は,構 成 比 で み る と1920年 代 ま

で ほ ぼ20%前 後 を 推 移 し,1930

年代 か ら比 率 を ドげて い る。 そ れ

で も額 で み る と,ほ ぼ1900年 代

初 頭 と 同 額 の 大 き さ を 示 して お

り,構 成 比 の縮 小 は,歳 入総 額 の増 大 に よ る もの で あ り,ア ヘ ンが,依 然 と し

て主要 な歳 入項 目で あ る ことに変わ りはない。 これ とは逆 に輸入関税 は,1927

年 の関 税 自主 権 の回 復 を契 機 に して,額 構 成比 と もに急拡 大 を示 して い る
。
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(出所)前 掲表 より作成。 年度

対前年比では,額 で約2.2倍,構 成比で6.7ポ イントも上昇 している。それと

同時に,不 平等条約締結 による輸入関税収入の減収を補完す るために維持ある

いは部分的に強化 されてきた内国通過関税制度は,撤 廃された。 これについて

は,国 内の商業活動や地方産業の発展の阻害要因 として度々指摘されてきた こ

とで もある。そのことは事実だ として もy実 際 撤廃された時期とその後の歳

入構造の変化を考えれば,発 展を阻んできた最大の障碍が,関 税自主権の回復

を長期に渡 って拒否 してきたイギ リスを初めとする列強諸国の対応にあったこ

とを暗に示 している。
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図2タ イの歳入 構成比 率(1905-36)
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(出所)前 掲 表よ り作成。 年度

条約 の制約要因を具体的 に示す もう一 つの項 目に,地 租 収 入が あ る。地 租 は,

1906年 か らア ヘ ンに次 ぐ主 要 な歳 入 項 目と して登場 し,1930年 代 ま で ほ ぼ8

%～ll%の 間 を推 移 して い る。対 前年(1905年)比 で は,額 で約2倍,構 成比 で

6.1ポ イ ン トの 上昇 で あ る。 地租 は,1855年 の ボ ウ リング条 約 締結 の翌 年,イ

ギ リスの全 権特 使 ハ リー・・パ ー クスとの聞で締結 され た補足協定 の低率地租条

(t6)

項 に規制 されて,課 税率 の 引 き上 げが不 可能 で あ った項 目である。 当時,イ ギ

リスが この条項 を持 ち出 して きた意図 は,タ イか らイ ギ リス植民 地 市場 へ 安価

な食料供給を確保す ることにあ ったのである。 しか し,そ の後19世 紀末 に は,
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イギ リス植民地であ るビルマ産米が,米 の輸 出市 場 で タイや イ ン ドシナ産米 と

競争関係 を持つ ようにな り,単 に タイ産 米の安 さだ けが,イ ギ リスに利 益 を も

た らす状 況 で はな くな って くる。 こう した状況 を背景 に して1900年9月 イ ギ

リスは,条 約 の部分 的改 正 を行 い低 率地 租条項 を撤廃す ることにな ったのであ
(17)

る。それを裏付 けるよ うに改正 され た条項で は,下 ビル マ(最 大の米輸出地域)の

地 租 税 率 を超 え な い こ とが条 件 づけ られた。 それ は,米 の 世界 市場 で ビル マ産

米 の脅 威 にな らない程度で,安 い タイ産米 の供給 を確 保 した い,と い う イギ リ

スの 意図 が 明確 に反 映 した新条項 とい って もよいであろ う。 イギ リスの意図は

ともか くとして,こ の 改正 が,タ イ政 府 に よ る農地 に対 す る課 税措 置の独1_r_性

を強 化 した こと は,確 か で あ る。 そ して,地 租 は,1905年 に引 きLげ が 実施 さ

れ,主 要 な歳入 源 の一 っ と して その地位 を確保 す るのである。

このよ うに タイ財政の歳入構造 は,低 率輸 入 関 税 とそれ を補 完 す る内国通過

(/8)

関税 あるいは米 の輸 出関税(U.16バ ーツ/ピ クルまたは従価税3%に 固定)の 導 入

によ る在 来 産 業 の発 展 の制 約,ア ヘ ン専売 収 入 へ の過度 の依存 とい うよ うに,

偏奇 的 な構 造 を余 儀 な くされ た結果,一 般 的 な 関税 政策 に よ る国 内 産 業保護 と

いう機能 を持つ ことはな く,む しろ,在 来産 業 の発 展 の制 約要 因 に な った とも

考え られ る。 そ して,こ れ ら特 徴 を もた らした 原因 の 多 くが,不 平 等条 約 に求

め られ る こ と も明 らかになった。 まさに,タ イ政府 の財政 収 支の均 衡 は,条 約

によ って"歪 め られ た"歳 入rに よ って保 たれ て きた とい って もよいであろ

う。換C-1す れ ば タイ は,1g世 紀 の 「西欧 の衝.1を 戦 問期 の歳 入構 造 の 中 に,

い まだ垣 間見 る ことがで きるの である。

③ 歳出構造と経済政策

歳出構造が上記歳入構造に大 きく規定されることは,当 然であるが,そ うし

た歳入源の制約条件の下で,ど のような政策が優先的に実施されたのかを,歳

出構造の分析を通 じて間接的に検証 してみよう。ただ し,本 稿の主要な目的は,

繊維製品貿易の動向を考察することにあるので,こ こでは,あ くまでこれまで

述べてきたことや課題に関連 した考察に限定 されることになる。
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表3タ イの歳 出推移(19051936) 単位 バ ーツ

歳 出
総理府 国防省 大蔵省 外務省 農業省 道徳省 内務省 司法省 経済省 醜 樋トピ沼 王室費 その他経費 総 額

1go5 13,106,39? 1,476,587 1,t20,173 2,fi82,889 1,348,733 13,457,fifi5 2,as2,2:30 1,591,$69 12,937 6,799,965 5,174,433 48,833,2S`.

1906 12,7(i9,488 1,5i8,3f2 ],`1'29,499 3,119,059 i,426,640 14,039,945 2,U55,fl96 i,s3t,s3a 2a,1n 1J.,OOI,69fl 6,31G,92F 55,337,19⊆

1yo7 12,588,980 1,fi79,'19? 973,807 3,⑪92,211 1,927.,214 14,533,986 2,318,,58: 2,0no,792 25,40(; 8,4(?5,99;? 8,0as,762 55,140,38G

iyoa 19,42',91Q 4,938,613 904,7]9 2,839,355 1,469,036 19,312,105 2,268,R9] 1,9yl,678 漏,lx〕 〔 8,312,655 4,969,X!38 .56 ,項・39,aoc

1909 i3,sia,ass 3,991,615 942,791 '?,,635,99.5 1,260,645 15,p97,864 2,589,80' 1,901,3!4 36、20( 0,035,8U3 6,529,129 SFa,851,7!5

191U 13,694,199 ;3,072,080 911,!51 2,223,88'. 1,'251,965 14,91H,790 2,671,繍( 1,691,518 3H,00〔 」lo,3fi7、521 B,Q81,38' 56,922,43を

1941 1S,030,177 3,3窪6,245 990,83C 1,707,A56 1,364,219 16,2`L7,895 2,377,U71 i,821,478 91N,837 1'1_,388,214 5,843,091 61,985,61C

AalL 15,103,748 8,2336.53 1,U13,x)88 1,103,34:] 1,396,108 16,689,824 2,388,4i8 2,215,358 1,1R:i,067 9,387,99' '
,825,197 61,540.79

1913 15,577,46( 3,綿7,tob 1,028,612 ],U63,919 1,592,029 16,418,462 2,9it,'!i( 2,32U,2ki9 1,19:1,1疇17 8,679,894 ',93Ei,831 6Q,913,9粥

1919 ]fi,',jJS,715 5,719,567 1,UEiO,285 1,296,62,.i 1,7t5,06ti 14,Ifil,6;b5 2,548,1'3 オ,328,9噌 、' ま,374,ys31 8,6Ei3,59C ?,53fl,3t]'f 62,7??,84:

1915 lfi,9Fi?,7B7 5,637soz 1,304,595 1,839,018 1,8'7,5,B66 15,019,379 2,6H3,(3S1 1,1()H,70C 1,258.5135 9,092,939 9,303.IS 6iU8,5、r7,5

1916 17,414,667 6,.3Q1,189 1,129,942 2,089,29": 2,(39fi,954 14,62fi,U9'L 3,296,3う8 2,zis,39{ 1,0$9,Sri' 9、220,41〔 8,125,691 67,59fi,404

1917 19,795,〔}68 S,801,52.9 ユ,181,2U5 1,93i,"6G z,12],20s 14,97R,RO6 3,38'1,103 z,304、454 1,1:弼 、691 9,21.5,;3ifi
F
,264,75ε アO,117,967

1918 18,2'1.1,8()7 6,371,!HOC 1,27'x,237 1,990,R4fi 2,191,3;0 15,193,306 3,431,5:iF 2,492.31 1,Z"r5,lti" 9,ias,AR4 i!,6'3U,71唇 64,115,i(/'/

1919 19,B11,57'1 z,070,672 L,590,941
'1
,,36'1.,94C 2,497,389 1;,523,619 3,559,2/7 3,3C)1,;303 1,214,91ア 9,637,472 8,659,977 77,175,G29

1920 71,519,639 6940,721 1,549,533 2,S11,06t ?.,335,251 18,061,682 3,7'29,519 3,ti13,8fl3
1

1,5K},鯛y,797 、36; 8,849,;39: BO,3ti3,501

192土
'2U
,i80,522 6,393,1i7 1,746,535 3,z7a,664 2,380,98働 16,,336.1367 3,707,1'.16 4,Fi83,f,)85

1

1,722,99即{〕,2(」 〔〕071 H,868,41C 79,389,64・

1922

B23

Vin,sao,coo

』1,1、,,、 、5

i

6,'7f39,8k31

(a,41fi,358

1,533,'33

],718,331

3,52置,肘1

3,6上7,28呂

z,527,say

`L
,622,7×54

15,743,551

14,47?.,442

3,837,357

5,032,536

4,770,H

9,984,906

i

ヱ,ii9.,5ti4=10,68?,76葱

圭、呂{,f、ti;'SalO、3三5,57512,053,27韻
]

9,'1.32,477 駅〕,4246"9

84,2:㍉3,984;

1929 21,8〔30,0〔10 6,737,95? 1,735,791 4,177,70臼 2,640,344 14,98U,9i1 5,136,450 9,78i,i'!.N
}1

,7'y,475}(1,f.3M,3134il5,166,271 89,6"4,48[

1925 22,399,5:12 6,59β,681 1,615,847 4,UFi5,U5c] 2,738,933 14,55&,464 5,115,r'?f3 9,i45,49!
…

1.76ン,ZL〔 弘【0,2弓7121gpO,768,52fi 99,651,651

19?,6 20,5?1,00( 6,153,011 1,7i9,067 a,599,3曲 2,889,3B 13,362,fi64 4,8ア7,97・ 4,915,419 且,t30,34ヨo,972,{〕57舞 噂,x'70,1(.{
1

]00,551,54E

1927 10571,000 h,472,695 1,33t7,91;3 ;:3,7AA,82t '2,911,513 15,fi19,711 2,902,937
5

6,118,45燭1 ,255,噛9凸8,()fi,66崩y,752,52 117,39U,93C

1928 21,171,00( ti,5,35,,,"91 1,3脚,588 9,134,2田 3,{}97,128 1Fi,i?,5,766 z,9ti8,795
…

7,559,5し 〕7ii,'.'cj1,2217,1藍1,567旨4,9F52、815{
鴨

if}fi,9;?1,01'

1929 21,L71,0(?U 6,512,B4 1,24;1,188 9,853,90ｬ

i

3,422,531 i9,324,063 31・。2,副 ・,16・,・)・れ ・蝋 。贈,。 。・1,94t.c)、・・眠 1〔17,lo2,偲 謳

193Q ES,905,818 6,'23,06( i,261,A85 4・565・ 。Ll:3・713,81ア E9,052,905 3,053,04し
12

9,426,55q1,ノ 目9,4じ16,936 、805&'1, a7s,r.'oz 96,304,915

1931 14,7e5,8'1 6,5:34、7Q4 1,?U8,30i 3,453,0873,531,146 17,926,132 2,790,4L2
i

8,zl1,44711,237,65i5,918 ,96(耳)1,3 yO9,HOC 87,4H2,12:

1932 251,lfi7 13,01A,Ei?5 5,781,;377 お27,953 z,953,44'?:3,28Q,956 14,078,063 2、409,"rユ6 15,1<)6h247i9且4 rl>>r.3,806,3ン ～5ヒ 17,803,ε75 0,?.,;i2,96fi

1533

1934

586,6?6

1,291,1.3Q

18,311,92.v,753,46.3

16,,'S8,2915,3:39,31`1

,'79,937

"
r'1,1,fi55

3,980,033

B,133,$q3

1fi,Cli:3,904

17,534,519

z,zユr,2H

L,091,05?

fi,383,67f

6,3;9,5)434

29呂,:」7(〕3,,贈p8・

343,Ql)"4,'59,455

艮6,390,542

i4,467,F・ 胴

r;i,b:.i9,315

75,臼 朗,78き

1935 1,202,211 23,163,773 6,`1;i8,537 747,57fi 3,808,.lla 9,3783EM 1&、991,fi77 2,188,7;",3 3,0()2,11'
E

375,鱒1,295,47〔 15,i83,46'1 85,075,RgC

1936 i, 270,7窮{遊3,)J),9:37 7,++"64,i27 732,087 9,074,04510,6,59,678x1.4,2,83,4042,147,0'i8 11,382,087 3ア4,31192脚lM、972,。iC」 98,341,591

(出 所)StatisticalyeaYBook-Siamf3.蹴24Z8(ノ 且,5、ヲ6)and2479(A�VV1/!) ,rE'.・t・alS酬 ・。 ・fSt・ti・ti…(ADi・i・LOII。ftheD,p。,tm。nt。f

Secretary--Ger賑eralc?ftheCouncilofMirｺisters),BangkokJ937,pp.278-297,"1'able7--Table9 .

(注D1923卑 に 廃Lト され る ま で独 立 した 省 と して 機 能 して い た地 方省(MinistrycifLocalGovcrnmennt)の .x出 は,内 務 省 の 経 蟄 支出 に 合算 さ

れ て い る 。 ま た1933年134無 の 農 業 省 の 経 費 支 出 は,こ の 時 期 一 時 的 に統 合 さ れ た縄 済 省 の 纒 費 に合 算 さ れ計1=さ れ た た め 空 白 に な っ て い る
。

(注2)道 徳 省(タ イ語 訳:Krasuarithamakaan,Ministry〔 〕fPubhcInstruction)は,第 二 次 大 戦 前 に教 育 省(MinistryofEducaLian)に 改称 され

る0

(注3)1936隼 の経 済 省 の 歳 出 急 増 は,政 府 一 般 会 計 の 改定 に よ って 国 有 鉄 道 の事 業 支 出 も経 済 省 の繕 費 項 目 と1 .て 計1二 され る こ とに な っ た た め で あ る。

ち なみ に,同 年 度 経 済 省 の経 鷺 支 出 の71%は,国 有 鉄 道 事 業 の 支出 で 占 め られ て い る。

(注4)そ の 他 軽 鷺 が20年 代 後'ト に 急 増 す る 主三な 要 因 は,第 一 に,26.27無 の 外 国 通 貨 切 りLげ に よ る 外 貨 準 備 金 の 積 み 増 し,ヒ 室 財 産 局

(PrivyPursc)の 負 債 幣 理 為替 差 損 の 計L等 に よ る。 第 二 に,27-一 一3ユ年 の5年 間 は,縄 常 的収 入 か ら の寳 本 支 凶 お よび 債 務 償 還 基 金 の 積 立 金 が

計Lさ れ た こ と な ど に よ る急 増 で あ る。

表3は 省庁 別 の歳 出額 を,表3-1は そ の構 成 比 を示 し,そ して 図3,図4

はそれ らを グ ラフ化 した もの で あ る。省庁別の分析で問題 になるの は,こ の時

Cis)

代に再三中央省庁の統合,再 編が行われ,そ の影響が歳出の変動 にも現れてい

ることである。潅概事業と並ぶ重要な社会資本整備事業である鉄道敷設 と関係
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表3-1タ イの歳 出構成比 率(1905-1936) 単位:%

(出所)前 掲表より作成

する国有鉄道事業の会計は,1935年 まで国庫 に移転 された事業純収益のみが歳

入に計上され,事 業支出は歳出に計上されなか った。1936年 か ら鉄道事業の総
(zo)

出入額が政府の一般会計に計上されるようになる。経済省の1936年 か らの歳

出急増 は,そ れを反映 したものである。ちなみに,同 年経済省の経費支出の
(21)

71%は,国 有 鉄道 事 業 へ の支 出で 占め られて いる。また,そ の他 経 費 が1920年

代後 半 に急増 す るの は,1926年,1927年 の外 国通 貨 の切 り上 げ に対 応 した外貨

準備金 の積 み増 し,為 替 差損,王 室財 産 局(PrivyPurse)の 負 債 整理 の経 費 な ど

が計 上 され た こと。 さ らに,1927年 一1931年 の5年 間 は,経 常 的収 入 か ら特 定
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図3タ イ歳 出推 移(1905-36)

■ 総理府
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(出所)前 掲表より作成。 年度

の債務償還基金への返済や資本支出を計上 したことなどが,主 な要因としてあ
(22)0

げ られ る

表を見てわか るとお り,特 に歳 出項 目で大 きな比 重 を 占 めて いるのは,国 防

と内務 の両 省 で あ る。1905年 か ら1936年 まで の国 防 省 の歳 出額 はa構 成 比 で

み る とほぼ18%か ら28%の 間 を推 移 して年 平均 で も約23 .6%と,最 大 の比 重

を 占 めて い る。同 じ く内務省の歳出額 は,ほ ぼ13%か ら27%の 間 を推 移 し年平

均 で約2L5%と 国 防 費 に次 ぐ高 い比 重 とな って いる。ただ,内 務 省 の場合 は,

表 に は示 され て いな いが歳 出 の内 訳を見 るとy首 都 や地 方 行政,公 衆衛 生 な ど
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(出所)前 掲表よ り作成。

それで も圧倒的比重を占めの経費が含 まれて いて3割 か ら4割 を 占 めて い る。

国内の治安にかかわる経費項目である。両省を合わせた歳出額 は,て い る の が,

したが って タイの歳 出構総額 の約45%と 非 常 に高 い比 率 を 占 め る ことにな る。

造は}国 防(安 全保障)や 治安維持 といった非生産的部門への経費支出に偏重 し

た特徴 を示 している。

当時の時代状こうした歳出構造を持たざるを得ない理由として,もち ろ ん,

況があ る。国防 に関わ る問題 と しては,19世 紀 末 の フラ ンス植 民 地 イ ン ドシナ

協定締結によって紛争が解決

 

,との国境確定 をめ ぐる紛争が まだll己憶 に新 しく
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した とはいえ侵略 の脅威か ら解放 されたわ けで はなか った。 さ らに20世 紀 初

頭 はSシ ャ ン族 の反 乱 に よ る北 部 プ ラエや ランパ ンへ の攻撃 ,東 北 部 に お け る

農民の鷹Lま たは稗 王国運動が広範に展開 し塒 期で粥 讐.加 えて,こ の

時代はタイ政府が中央集権的体制を強化する過程にあ り,そ の…環 として財政

基盤の強化のために賦役制にかわり新たに人頭税が導入されたのが1899年 で

あった。 したがってタイ中央政府 は,一 方で,人 頭税の導入による徴税強化を

直接的契機とする反乱を招 きなが ら,他 方で,そ の反乱の鎮圧や治安の確保の

ために多額の財政投人を強いられてきたといって もよいであろうn

産業政策や社会資本整備に最 も深 く関わると思われる中央省庁の歳出額は
,

極めて低い水準に止まっている。すなわち,農 業省と経済省の構成比は,当 該

期間年平均でそれぞれ約3.6%,約5.3%で ある。内訳を見ると,農 業省では潅

概局 とL地 登記局,経 済省では港湾局が,最 も大きな経費支出を占めてG駕
。

ただ し,国 有鉄 道 事 業 の総 支 出額 が計 上 され るようになる1936年 は,経 済 省 の

歳 出額 の7割 をそ れ が 占め るよ うにな る。 こうした省庁別 の歳 出表か らは,投

資 的経 費 の割合 が わか らな い ので一概 に判断 はで きないがy少 な くと も生産 的

産業部門を所鰯 る省庁の歳出額の{邸 を見ても(25)や 鉄藤 難 除いて政

府が積極的に産業育成のために財政支援を行 った形跡は見 られない。ただ,農

業省の歳出の推移が1911年 か ら急落するのは,前 述 した蚕業局の廃1トの時期

と一致するため,そ れまで養蚕業の育成 に農業予算のかなりの部分が投入 され

ていた可能性 もあるが,統 計か らは確認できなか った。

これ までの財政構造 全体 の 考察か ら明 らか な ことは,第 一 に,財 政 収 支 は,

若 干黒 字 基 調 が強 い なが らも,当 該 期 間,長 期 に渡 って均 衡 が 保 た れ て きた こ

とであ る。その点 では,安 定 的 に推 移 して きた と いえ るであ ろう。第 二に,1927

年 の関 税r注 権 回復 以 降 の輸 入関 税収 入 の急上昇 は,そ れ まで いか に不平 等 条

約 が 歳 入増 大 の人 きな制約要閃 であ ったか を,逆 に示 して い る こ とで あ る。 し

たが って・財政収 支の均衡 は,不 平 等 条 約 す な わ ち 「外圧 」に起因す る"歪 め

られ た"歳 入構 造 に よ って保 たれ て きたのであ る。第 一ヨこ,こ う した偏奇 的 な
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歳入構造(特 にアヘン専売収入への過度の依存)に 規定され る歳出構造 は,国 防や

治安 といった非生産的部門への経費支出に極端に偏重 した特徴を示 しているこ

とである。当時の状況か ら安全保障や治安の問題が最優先課題 とはいえ,あ ま

りにも生産的部門を所轄する省庁(農 業,経 済,教 育省)の 歳出枠が少なすぎるこ
(27)

とで ある。 ソ ンポ ップ ・マナル ンサ ンは,そ う した中 で も多額 の公 債発 行 によ

る資金調達 によ って,潅 概事 業 よ り も鉄 道 建設 事 業 に重点的 に投資 されて きた

ことを,投 資 効 果 が高 い こ とを 理 由 に評 価 し,潅 概 化 を 重 視 した ヴ ァ ン ・ダ
(28)

ル ・ハ イ ドや フ ィーニーの見解を批判 してい る。その根拠 と して,鉄 道敷 設 に

よ る東北 部 か らの物 資 の輸送 や,特 に大 量 の農 民労 働 力 が 中部 タイの農業生産

活動 に投入 された ことによる経済効果 が大 きか った ことを強調 して いる。 しか

し,東 北 部 か らの長期 に わ た る大 量 の労働力移動 の存在 は,逆 に,そ こで長 期

にわ た って雇用 機 会 を創 出す るよ うな政策 が実施 されなか った ことが,そ の一

因 と して挙 げ られ る。 ソ ンポ ップは,こ う した形態 で の労 働 力資 源 の憤 常的流

出が,地 方 経済 の 発展 に と って マ イナ スの経済効果を もた らす ことを看過 して

い る。む しろ,政 府 に よ る東北 部 農業 部門 へ の積極的な投資が行 われれば,農

民 の 中部 タイへ の大 量 の労 働 力移動 という現象 は}起 きな か った か も しれ な い

ので あ る。いずれに して も,タ イの財 政 構造 は,社 会 資 本 整備 事業 へ の(関 連省

庁枠内での)優 先 的投 資 とそれ に よ る一 定 の成果が見 られ るに して も,特 に,本

稿 の課題 で もあ る繊 維 産業 部 門などの工業化に向けた産業政策 あるい は積極 的

財政 支援策 が欠落 していた ことは明 白であ る。 そ して,歳 入構 造 のみ に 止ま ら

ず,こ う した"歪 ん だ"全 体 構 造 を もた ら した最 大 の要因 が,19世 紀 の 「西 欧

の衝 撃 」(不 平等条約すなわち外圧)だ った ので あ る。

3.1901年 か ら1935年 までの繊維製 品貿易 の動 向

(1)繊 維 製 品 の 輸 出

こ こで の繊 維 製 品貿 易 の考察 は,輸 入綿 製 品 の動 向 を 中心 に して なされ る。

とい うの も,タ イか らの繊 維 製 品輸 出 は,価 額 で 見 ると原 棉,生 糸,絹 反 物 が

中心 で,こ れ らを 全 て合算 して も1920年 と1921年 を除 いて米 の輸 出総額 の1
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(29}

%に も満たない。む しろ,輸 入綿製品は,19世 紀 と同様に依然 として圧倒的か

っ主要な輸入品目の位地を占めていたのである。ただ,輸 出構成比が極端に小

さいとはいって も,そ のことは,輸 出余力をもつほど余剰生産が維持 されてい

たことを意味 している。 したがって繊維製品輸出は,こ れと関連する輸入品の

動向にも何が しか影響するので,簡 単にでも触れてお く必要があるであろう。

まず,原 棉輸出はa歴 史的に遡 るとボウリング条約以前の主要な輸出品目で

あった。 しか しながら条約を境にして急激に輸出が減少 して,米 を中心 とした

一次産品が輸出の圧倒的比重を占めるようになる
。ちなみに,原 綿輸出の最盛

期 となる1850年 は,価 額で45万 バーッ(こ の他に綿布団や綿糸などの製品輸出額

が約21万 バーツもある)議 で84・ ・ トンで あ 鍵.そ れ が条 約 以 鰯 少 傾i司を辿

り,こ こ で の 対 象 期 間(1901年 一1935年)中 に 最 も多 か っ た1913年 で さ え ,価 額

で約31万 バ ー ツ,量 で約1379ト ンに過 ぎ縄 さ らに以 降 は,減 少 傾 向 を た

ど り1930年 代 前 半の年平 均 は,価 額 で約1万5000バ ー ツ,蟻 で も約100ト ン

と,極 端 に少 な くな る。生 糸 の輸 出 は,1916年 を輸 出 量 の ピー ク(約93ト ン,

価額で約57万 バーツ)に して 減少 す る。 絹反 物 は,三 辞、目の中 で 価額 が最 も多

い。輸 出が最 大 となる1921年 は,米 の輸 出額 の約1%強 とな る160万 バ ー ッ に

達 す る。 しか し,1928年 か ら減少 傾 向 を示 し1930年 代 前 半 は,年 平均 で約46

(32)

万 バーツにまで減少 して しま うのであ る。 この よ うに繊維it_7!IE-,の屯要 な輸 出C7CIC,

目で あ る三品 目は,価 額,量 共 に極 め て低 水準 を推 移 して いる。 したが って,

こ こで,繊 維 製 品 の輸 出 を除外 して,繊 維 製 品貿 易 につ い て輸 入 を 中心 に して

考察す ることに問題 はないであろ う。

(2)繊 維製 品 の輸入 動 向

まず,輸 入 貿 易 を 考察 す るに あ た って若 干の留意点 を指摘 しておか なければ

な らない。後掲 の表中に も記 してあるが タイの貿易統計 は,1919年 までバ ンコ

ク港 のみ の貿 易統 計 に基づ き作成 されて いることで ある。 したが って,こ れ を

も って一 国 全体 の対外 貿 易 あるい は交易状況 を把握 で きるわけで はない。1920

年以 降 はバ ンコ ク以外 の諸 港(5港)の 貿 易 が含 まれ るよ うに な るが,そ れ らの
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貿易総額 に占める比率 は,10～16%の 間 を推 移 して い る。

この他 に,主 要 な陸 路 に よ る対 外交 易 と して,遠 隔地 に

位 置 す る北 部 タイ の ビルマ との貿易が ある。参考 までに,

イ ギ リス領 一事報 告 書か ら作 成 した北部 タイの貿 易表(付 表

1)を,文 末 に掲 げ た。1898年 か ら1908年 まで の貿 易 しか

示 されて いな いがその間の特徴 は,全 体 と して 大幅 な輸 出

超 過 で あ り,貿 易 規 模 は1904年 か らほ ぼ横 這 いで推 移 し

て い る。 輸 出の中心 はチーク(丸 太)で あ る。 輸 入 の中心

(33)

は,貿 易決 済 手 段 で もあ る貴 金属 貨 幣 を除 くと,後 に考 察

す るバ ン コ ク と同 様 に綿 製品 で あ る。輸 入額 が最 も多 い

1908年 を み る と,輸 入 総 額 の44%も 決 済 手 段 で もあ る 貴

金属 貨 幣 が 占めている。 これを除外 した輸入額 に対 する綿

製品輸入額 の構成比 は,45%と な る。綿 製 品 の原 産 地 別 内

訳 は,主 に イ ギ リス製 品 と思 わ れ る ヨー ロ ッパ製綿 布 が

54%,綿 糸 が21%を 占め,他 に イ ン ド製綿 糸 が25%を 占

めて い る。 したが って,輸 入 晶 の圧 倒 的 部分 が イ ギ リス製

綿製 品で占め られているとい って もよいであろ う。意外 な

のは,イ ン ド製 綿 糸 の構 成比 が イ ギ リス製綿糸のそれを凌

いでい ることである。1890年 代 末 の 日本 の領事 報 告 に 「綿

織 糸 バー般 二需用 多 ク殊 二孟買.ニ ート手ハ マ ンチ ェ ス ター

四十手及緋織糸 ヲ凌駕 シテ需用増進 ノ情況 ナ リトズ禦と記

されてお り,お そ ら く,こ の イ ン ド製 綿 糸 は,在 地 の機 織

り業 の原 料 糸 とな る太糸綿 糸(ボ ンベイ20番 手)で は な い

か と思 わ れ る。 したが って,10年 近 くが経 過 して もイ ン ド

製 太 糸 綿 糸 に対す る需要 は,嚢 え て い な い こ とを示 して お

り,こ れ を原 料 糸 と して需要 す る在地機織 り業 の展開 を間

接 的に示唆 している。ただ,北 部 タイの輸 入 で圧 倒 的比 重

を 占 める綿製品輸入額 は,先 の1908年 で さえ,同 年,バ ン
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図5米 輸 出 と綿糸綿 布輸入 額(1901-1935)
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(出所)前 掲表 より作成。

4

3

a

1

0

コク港の綿製品輸入額 の4%弱 を 占め るに過 ぎな い ので あ る。 したが って,タ

イ全 体 の貿 易 傾 向 は,バ ンコ ク港 の貿 易 を も って概 ね把握が可能 と判断 され る

のである。

表4は,1901年 か ら1935年 まで の繊維 製 品 の輸 入 を中心 に して作成 した表

であ る。 アヘ ンは,前 節 の財 政構 造 の分 析 にお いて指摘 した とお り,単 に貿 易

の み な らず政 府 の主 要 な歳入項 目に も関わ って くる重要 な輸入品 目で もある。

当然 なが らrそ の輸 入 動 向 は,19世 紀 と同様 に20世 紀 前半 に お いて も,把 握 す
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図6繊 維製 品 ・アヘ ン輸入 額(1901-1935)
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べき重要性に変わ りはない。米の輸出は,前 述 したように,こ こでの研究課題

と関わる代表的な先行研究者であるイングラムは,輸 入綿製品に対する米の交

易条件すなわち輸出購買力を重視 した見解を打ち出 しているため,綿 製品輸入

との相関関係を探 る上で必要な項目である。輸入総額は,各 項 目の輸入構成比

を示すためである。 ここでは,輸 出を分析対象にするわけではないので,輸 出

総額 は示 していない。ただ,貿 易収支にっいては,米 の輸出額だけで輸入総額

とほぼ均衡 していることか ら明 らかなように,米 の大凶作で輸出禁止措置がと
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られた1920年 は例 外 と して,恒 常 的輸 出超 過(黒 字)で あ る。

まず,全 体 の特 徴 か ら見て い こ う。 図5は,米 輸 出額 と輸入 総額 を棒 グ ラフ

で,綿 製 品輸 入 額 を 折 れ線 グ ラフで表 している。表4の 主要 な輸 入項 目の構 成

比 を 見 る と,綿 布 だ けで11%～25%を 占め,さ らに綿糸 を加 え る と年平 均 で約

20%に な る。 これ に絹 を加 え た繊 維 関 連品の輸入額 は,当 該 期 間,輸 入 総 額 の

20%～30%台 の構成 比 を 占めて きた こ とにな る。綿製品輸入額 の増減推移が際

だつ時期 は,第 一 次 大 戦 が勃 発 す る1910年 代 半 か ら1920年 まで の急上 昇 と,

29年 世 界恐慌 後 の急 落 で あ る。綿 糸 と綿布 を分 けて見 ると,先 の推 移 は ほぼ綿

布 の推 移 と一 致 している(図6)。

それ で は,こ う した推 移 と輸 入綿 製 品 の 単価 の変動 との因果関係 にっ いて,

綿 製 品輸 入 価 格 の推 移 を示 した表5を 使 い検 証 して み よ う。 考察 の対象 とな る

期間 は,前 述 した増 減推 移 が際 だっ1914年 か ら1936年 まで で あ る。 掲 げ られ

た綿 製 品 の品 目は,輸 入額 の多 い1三要 な品 目を抽 出 して あ る。 見やす くす るた

めに1914年 を基 準値 と した指数 も併 記 し,グ ラフ化 して あ る(図7,図8)。 綿

製 品 の輸 入単 価 は,1914年 か ら1920年 まで にいず れ の品 目 も2倍 か ら3倍 近

くも高騰 して い る。 同時 に この時期 は,綿 製 品輸 入額 が急 上 昇 す る時期 で もあ

る。さらに,綿 製 品 輸 入額 が急 落 す る29年 恐慌 後 は ど うか。 や は り,綿 製 品 の

輸 入 単価 も急 落 して い る。 したが って,綿 製 品輸 入 単価 の乱 高下 が,綿 製 品輸

入 額 の急 上界や急 落 の大 きな要因 にな った ことを示 しているといえ る。特 に,

綿 製 品 の 中 で も金 巾類 が 最 人 部分 を占めている。 その価額 と量 を明確に統計 か

ら把握で きる,1923年 か ら1935年 までの推 移 を見 る と(表6),白 金 巾 ・生 金

巾 ・染 金 巾の三 品 目の合計額 は,綿 布(綿 製品)輸 入総 額 の19%～38%も の構 成

比 に な るの で あ る。 ただ,綿 製 品輸 入 額 や輸 入単 価 が急落 す る1929年 後 はs

1930年 と1931年 に若 干落 ち込 むが 価額 や 単価 の よ うな急落 は示 していない。

以上 の考察か ら,綿 製 品 輸 入額 の推 移 は,綿 製 品輸 入 単価 の変動 に大 き く規定

されていることが,明 らか に な った。

しか しなが ら問題 は,単 価 の変 動 要 因 が大 きす ぎてY輸 入額 か ら実質 的 な輸

入動 向す なわ ち量的推移 を知 ることがで きないことであ る。 これに関 しては,
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(注)表 中 の 西暦1914年 は,原 表 で は 仏 暦2457(1914-15)年 と な っ て い る 。 」厳 密 に は 西 暦1914年4月 か ら翌 年3

月 まで を 指 し,各 年 度 の 統 計 期 間 も同 様 で あ る。 本 稿 で は,全 て 簡 略 化 して 単 年 表 記 に して あ る。
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図7綿 製品輸入単価の推移
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(出 所)前 掲 表 よ り 作 成 。

まず資料上の制約がある。貿易統計資料の輸入綿製品の量単位が通年で統一さ

れていないことである。多様な種類の綿製品を一括 して統一 した量単位で表す

こと自体不可能でもある。 したが って,こ こでは,あ くまでおおよその量的推

移を把握するために,指 数化 した表7を 作成 した(指 数化の方法は表注を参照のこ

と)。同時に綿製品輸入量と,そ れの消費に深 く関わると推測 され る華僑移民

(籔
を並記 してある.ま ず,綿 製品轍 額の推移と徴 する繍 輸 入額と轍 量

指数の推移を比較 してみよう(図9)。

綿製品輸入額の増減推移が際だ った期間の輸入量指数は,そ れとは極めて対
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図8綿 製品輸入単価指数の推移
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(出所)前 掲表より作成。

照的な推移 とな っている。特 に,綿 製 品輸 入額 が急L昇 す る1910年 代 半 ば以 降

は,逆 に,量 的 に減 少 に転 じて い るので あ る。 もう一っ顕著 な変化 とな る1929

年 後 は,確 か に量 的 に も減 少 は して い るが,そ の減 少 幅 は輸 入 額 よ りも遙 か に

小 さい。 輸入額 と輸入量の推移が概 ね一致す るのは,1901年 一1915年 と1931

年 以 降 の急 上昇 期 で あ る。綿 布輸 入 の実質 的推移すなわち量的推移 は,1901年

か ら1930年 まで の期 間,若 干 の増 減 を示 しなが ら も,大 幅 に 上昇 に転 じる こと

もな く相 対的に安定 して推移 して きた とい って もよいであろ う。 この間綿布輸
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綿布
- 一一...一 一

総額ω 価
.

1923 24,167,749 2,867一.一一一. 一一一.一一一.一一 一一
1,924 27,52,802 3,096一一.一一.一 一一一一一 一.一..一一一 一.
1925 28,691,755 4,Q76一一一一.一 一一一..一 一一
192fi 26.65Q,653 3,473

」

192? 28,317,922 3,151
.一 一

1928 22,245,785 3,123

1929
-..一
zs,sos,oir 3,081

1930 1$,764,524 2,260

1931 11,307,985 ユ,41.1

1932 34,645,264 z,ioi

19鮒 1,975,936 2,1.60

1934 17,133,823 2,461

135
1
18,869,4f3 2,011

.

表6

白 金 巾 佃)

価 額 量:KgB/A

・4sz1809・33011・86

273i868,724111.25

076,21811,310,681119.21;

,123

,843携1翻1:0313 }
,594,3 .18.,243←14.04

,1.221,139,932'10.88

26(),。4U1],015,1251?..〔}4
ム 　　 　

,8621874、421]2.49

盤i葎'1纐

単 価

3.54

3.56

3.1]

z.7a

2.46

2,56

z.70

2.23

1.61

1.26

1.28

1.14

1.2]

金巾輸入の推移
生 金 巾(Ca

価 額

,874,415

,268,684

.479,51.4

,585,076

,工11,425

,07s,sss

,1is,784

L959、440

],150,083

],251,628

].,124,L24

3、286,{}94

1,228,252

量:KgC/A 0　　
1.,035,558:7.76

1,26・133pl8・25'

1,311,913{8.64

1iiiii馨1雌

騰[)594LO引{1;824417
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.1,456,5796.
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l
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I
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ツ
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L29

1.L9

1.33
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1.ly

三 品 目計

B→C+D/
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22.73

21.04

28.46

27.05
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35.75

3fi.15
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(出所) 1923一 正935Statistical}'earBookq〃'ん α∬αηご,1)epartmclltofCommerceandStatistics,Bangkok,1924・1936.
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表7綿 布輸入量指数と華僑出入国者数(1905-1935)

綿布輪入量指数 華僑出λ国者数 韓:千A

臨鋤A量 臨量 臨鱒A量 鱈量{齢 葺毒) 借入国考数 僑出薗者微入岡趨過数

置go1 5,9'B,419 59.8 30.q 19.3 ti. 1901

1902 6,359,393 63.Fi 36.5 18.8 17.7 190?.

1903 6,29fi,7fi7 63.G 54.5 zs.s 24.fi 1903

k904 8,329,359 933 44.0 23.7 20.3 1.,

1905 7,695,72fl 7'.U 58.9 40.6 ia.a 1905

1906 a,174292 臼互.7 6魯.o ss.s 29. 1906

1907 8,698,147 87U 903 53.0 37.3 且907

1908 8,625,683 86.3 61.S 49.2 12.4 1908

1909 6,181,598 si.e 66.8 57.9 9.4 'k・

19EO 6,fi41,2H8 66.4 80.9 73.0 7.呂 1910

19口 8,745,739 B7.5 76.7 63.9 12,ε 1911

1912 8,3f37,682 83.9 72.9 sn.s 12.3 置9}2

1913 9,599,25i 96.O 73.3 57.2 16.1 19且3

1914 7,589,0°2 75.9 60.1 56.B 3.? 1914

1915 6,941,54' 69.4 69.2. 4ア, aa. 1915

1916 8,032,265 80. 53.4 40.a 13. 19監6

1917 7,3ifi,505 73.E 39.4 36.T 2.7 1917

1918 4,9fi2,735 99.E 67.9 37.0 30.9 19岨

19置9 4,177,742 91.E 65.T 43.9 22.3 1919

1920 5,40a,ono 54.C 70. as.e 33.6 192(1

監921 7,8i3,867 76.1 76.S 46.9 29.fi 1921

T922 7,856,251178.6 95.9 65.2 30.2 1922

1923 &,$21,3256$.2 li5.Q SS.4 98.石 1928

1924 7,719,291E77.2 92.7 66. Z6.fi 192

1925 9,2≦～5,fi4492.3 95.5 so.s 34.9 童925

1926 9,886,797 98.9 ios.a 73.7 32. 1926

里927 11,49fi,140 1且5.0 154.6 76.9 77.7 且921

且928 8,676,151 86.9 poi. 72.8 zs.a 1928

1929 1Q,413,533 1Q4.7 134. 68.2 65.9 1,929

tgao 6,426,265 89.3 86.9 62.9 24.C 1930

且9訓 7,003,475 70.0 ?4.3 56.5 17.8 1931

且932 11,646,966 116.5 59.5 44. 15.4 1932

1933 U,666,161 116.7 25.7 32.6 一6
.9 1933

且439 15,0Si,333 150.5 27.0 31. 唾, 1934

1935 15,541.47 155.4 45.2 36.5 s.z 1935

右合計 z,Sao. 1,743.S 786.6

(出所)前 掲表およびG,WilliamSkinner,ChaineseSocietyinThailannd

AnAnalyticalHistory,CornellUniversityPress ,NewYork,1957,Tablet

(注)綿 布輸入鼠は,時 期によって表示単位が変わ り通年での統 一的輸入量の

データが得 られないため,お およその量的推移を指数化 して表示 したものである。

その方法は,様 々の製品の集合でもある輸入綿布の中から,量 ・金額ともに中心的

位置を占める白金巾の輸入単価を輸入綿布の平均単価と仮定 して,綿 布輸入額をそ

れで除 して輸入量指数としたものであるC,見 やすくするため桁数を小さくしたもの

を並記 した。 したがって,こ の数値は厳密な綿布輸人量を示すものではなく,あ く

までおおよその量的推移を把握するための指数である。

入額 が2.2倍(1901/05

年1926/30年)と 大 幅

に増 人 した とは い って

も,量 指 数 で はL4倍

の増 加 に過 ぎな い の で

あ る。 この間 タイの人

口は確実 に増大 してお

り,人 口調 査 が 開 始 さ

れ る1911年 は,約827

万 人 だ っ た 人 口 が,

1937年 に は1447万 人

とな り26年 間 で約1.8

倍 も増 大 して い るの で
(36)

ある。 当然,こ の増 加

率 に比 例 して園 内 の 綿

布 消費人 口が増 え,綿

布 へ の需 要 も増 大 す る

は ず で あ る。 この需要

に応 え る方法 は,二 っ

しか な い。一 っ は国 内

の供 給 量 を増 やす こと

であ り,二 っ 目 は海 外

か らの供 給 す なわ ち輸

入量 を増 やす ことであ

る。綿布輸 入量 の推 移

は,当 該 期 聞(1901年 一

1930年),後 者 の方 法 で

タ イ国 内 の 需 要 に応 え
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図9綿 布 輸 入(額 ・量 指 数)1901-1935
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(出所)前 掲表 よ り作成。

きれていないことを示 してお り,む しろ,前 者 の方法 す なわ ち国 内供 給 量 の増

大 によ って,需 要 のか な りの部 分 を充 た して きた ことを意味 している。 その こ

とは,こ の間 の国 内織 布 生 産 の一 定 の拡大 また は発展を間接 的に示唆 している

のであ る。

次 に,輸 入綿 製 品 の推 移 と華僑 移 民数 との関係 につ いて考察 してみ よう。図

10は,華 僑 流 入超 過 数(流 人者数 一流出者数)と 綿 布 輸 入量 指 数 を表 した グ ラフ

で ある。 これ らの数値 を比較す る理由 は,も し,仮 に華 僑 が輸 入綿 製 品 のr"要
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図10華 僑 入超 数 と綿 布輸入 量指 数1901-35
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(出所)前 掲表 より作成。

な消費者だとするなら,綿 製品輸入の実質的増減 と,単 年度の華僑の人 口変動

が直接反映する華僑流入超過数の変動 とが,何 らかの相関関係を示すはずだか

らである。 グラフでは,1917年 頃までと1920年 代が明確な相関関係を示 して

いるが,た だ,1919年 前後はf相 関現象が見 られない。

1919年 前後が相関関係を示 さない原因の一っに,前 述 した綿製品輸入単価の

急騰がある。1918年 と1919年 は,輸 入単価の上昇率が最 も大 きか った年度で

ある。それだけではない。 この2年 間で,華 僑の主食である米やその他食料品
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などの物価が2倍 近 くも上昇 したのである(文 末の付表2,付 表3を 参照)。 しか

も,購 買力の増加すなわち収入の増加 にっながる労働者の賃金 は,全 く上昇 し

ていないのである(付 表4を 参照)。極めて異例の悪条件が重なったのが,先 の2

年間だ ったのである。 これだけ悪条件がそろえば,華 僑流入超過数が若干増え

たとして も,輸 入綿製品の消費の落ち込みや輸入量が急減するのは,む しろ,

当然の現象ともいえる。 したがって,こ ういった特殊事情を原因とした例外的

時期を除けば,華 僑流入超過数の変動 と綿布輸入量指数の推移は}相 関関係を

示 しているといえるであろう。そのことは,当 該期間,輸 入綿製品の主要な消

費者が華僑であることを間接的に示唆 しているのである。

最後に,前 節で問題 にした関税 自主権の回復が,綿 製品輸入の推移に何 らか

の影響を与えた形跡は,全 く見ることができない。日本や欧米列強帝国主義諸

国,そ の中で も特にイギ リスの,"関 税 自t権 の回復による輸入関税の引き上げ

(2%の 引き上げで従価税5%)で 輸入が減少するのではないか"と いう危惧は,
(37)

予想を はずれた。む しろ,輸 人 は,上 昇 に転ず るので あ る。本 来危 惧すべ きは,

半 世紀以 上 も不平 等 条 約 に よ って タイ経済の発展 を阻害 して きた ことであ り,

も し,そ れ が なか った な らば,タ イの貿 易 は もっ と拡 大 して いたか もしれない

のであ る。

結 論

本稿での考察は,は からず も財政構造の分析に力点が移 って しまった感があ

るがy分 析の過程で私 自身が予想 していた以上に,そ れが,貿 易のみならずタ

イ経済全体 を規定する重要な要素であることを再認識 させ られたか らで もあ

る。 とくに,先 進国 と同様 に途上国の経済発展の前提条件 として,財 政的基盤

を確固 としたもにすることは,重 要な要件 となる。 タイの場合は,そ の要件を

充たすにあたって,半 世紀以上に渡 って不平等条約 という 陶巨」をかけられて

きたのである。 もちろん,工 業化や生産的部門への大規模な財政的支援が欠落

している要因 として,チ ャティプが鵡 するように,支 配陥 の 「経醗 展に

対する意識」の問題が重要であることは,確 かであるが,不 平等条約による制
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約は,そ れ以上 に大 きな要因として作用 したように思われる。

繊維製品貿易の動向分析の結果は,第 一に,綿 製品輸入の価額 と量の推移に

大 きな違いがあることが明 らかになったことである。 この相違が生 じた原因

は,綿 製品輸入単価の変動に7輸 入額の推移が大 きく規定 されていたからであ

る・第二に錦 布轍 騨 人・増加に見合 うほど増えていない
。 したが って。

本稿の冒頭で述べた1g世 紀の第四期 「長期微増期」の特徴は,1930年 頃まで連

続性を示 していたのである。そのことは同時に,当 該期間(1901年 一1935年),

国内需要の増加に対応 した在来織布生産の一定の拡大または発展があったこと

を意味 している。第三に,綿 布輸入量指数 と華僑流入超過数の変動 とが相関性

を示す ことから,輸 入綿製品の主要な消費者が,華 僑であることが,概 ね確認

できたことである。このことは,19世 紀 と同様に輸入綿製i罪、を消費する華僑 と

在来綿布を消費する農民,と いう消費構造の二重性が,当 該期間も存続 してい

ることを示唆 しているのである。19世 紀 との連続性 という点では
,先 述 した政

府による政策的支援がないにもかかわらず,輸 入繊維製品に市場を席巻される

ことな く,在 来製品の供給を堅実に伸ばしてきたことも
y19世 紀の特徴を踏襲

しているといえるであろう。
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付表2

'商経 論 叢 第34巻 第4号

食料品 ・飲料品小売価格指数の推移

食料品

飲料品

総計

oo

oo

oo

1

1

1

121

123

122

(出所)StatisticalYerbookoftheKingdomofSiam,1920-16,?6,MinistryofFinanceandCentralServiceofStatistics,Bangkok,1921-1937.年 物価関

連表 より作成 、 幽

(注)調 査対象となった食品の品目ぽ ビスケッF,バ ター,チ ャツネ,コ ーヒー,魚 缶誌 小麦粉,グ リーン ・ピース,ラ ー ド,コ ンデンスミルク,胡 槻

缶詰肉 果物ラダオイル,塩 砂穂 茶,ウ ースター ・ソースである。 おな じく飲料品は,ピ ー・ル,ワ イ ン,ブ ランデー,ウ ィスキー,シ ャンパンと

なっているなお指数は1914年 度の平均小塩価格を基準値100と した指数である。 原表の.一一部年度の数値`志 後年度に新たに作成された当該年度の数値

と食い違 っている箇所がある。本表でぽ 後年度作成数値を採用 している。

付表3 米の年平均卸売価格 (ピクルsokg当 た り精米工場引装価格) 単 位:バ ー ツ

1914 1915 1916191719161919192019211922 1923 1924 1925 1926 E92T 且928 1929 19a{1 E93t 1932 1933 t934 1935 196

白米 S.42 5.9L 6.257,1312,2421,968.718.107.」9
8.37 9.?5 9.OB 9.51 8.41 7.93 8.01 6.73 3.96 3.86 3.51 a.9n 9.00 4.55

下等米 5.27 5.53 5.976.7211.0916.488.337.576.66 7.$6 8.87 8.61 8.95 7.76 7.57 8.D2 6.90 3.74 3.70 3.96 3.27 9.帖 9.35

破1 3.85 9.93 4,534,859.8414,897,235,955.36 fi.35 6.95 6.94 6.93 5.92 6.09 6.4k 4.79 2.98 3.06 2.42 2.69 2.77 3.75

砕2 3.44 3.83 3.824,118,0112.466.535.209.6日 5.67 6.'L3 F.al 6.26 4.87 5.62 6.正2 4.20 2.60 2.7s z.00 z.2s 2.43 2.ss

米3 3.18 3.35 3.423.607.2910.5fi5.764.774.28 5.29 5.65 s.as 5.93 4.31 5.34 5.?8 3.75 2.31 2.fiD 1.79 2.03 z.ie 2.87

1914年 の価格 を基準値LOOと した指数の推移

1914 !915 1916191719181919192019211922 L923 1924 192.6 19'LB 1929 1926 且929 1930 1931 1932 1933 isaa 1935 1936

白米 ioo ins 1151312264051fil149133 154 i71 167 175 155 tas 148 324 ,9 ?1 B5 63 74 B4

下等米 lUU 105 113127210351158144126 ｺao ass 163 170 t47 199 152 121 7且 7a 64 sz 79 82

破1 joo 114 E181262303871BB]55i39 165 ヨ78 ian 旧o 154 i58 lb7 124 77 79 ss 70 ?Z 89

砕Z 100 iti 1111i92333fi2191151136 165 1日1 183 ia2 142 163 178 izz 75 8正 56 fib 71 86

米3 ioo 106 108113229332且8且 且50t35 1is i84 183 196 135 168 182 il8 73 82 56 64 69 84

(出所)5tatistica2Yerbaokofthe、KingdomofSiam,1920-lfi36,MinistryofFinanceandCentraCServiceofStatistics,Bangkok,1921--1937.各 年物価関

連表より作成,

(注)白 米(WhiteRice)に は約25%の 破砕米 下等米(StraitsQuality)に は約50%の 破砕米が含まれる。 卸売価格の原表は,ボ ルネオ会社(Borneo

CompanyLtd)が 提供 したデータを処理 して政府統計局が作成したものである。
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付衷4職 人 ・労働者の平均賃金の推移(1日 当たり) 単 位:バ ー ツ

クーり一親方

ク ー リー 縫帆工 大工 かしめ工 製罐工 鍛冶屋工 (脳 たり)
1914 o.75 1.00 1.50 z.50 2.1D 2.10

1915 0.75 1.UO 1.50 1.50 2.10 2.10

191fi 0.75 1.00 1.50 1.50 2.to 2.10

1917 1.00 1.25 1.50 1.50 2.10 2.10

1918 1.00 1.25 1.75 1.75 2.35 2.50

1919 1.00 1.25 it 2.00 2.35 2.75

1920 1.00 1.25 2.00 z.00 2.35 2.?5

1921 1.00 1.25 2.00 z.00 2.35 2.75

192?. 1.00 1.25 2.00 2.00 2.35 2.75

1923 1.00 1.25 2.00 2.00 2.35 ?.75

1924 1.12 1.32 2.00 2.00 2.35 3.25

1925 1.00 1.25 2.00 2.00 2.35 3.25

192fi ユ.00 1.25 2.00 2.00 2.10 3.25

1927 1.00 1.25 2.00 2.00 2.35 3.00

19?_8 1.00 1.38 2.00 2.00 2.35 3.00

1929 1.00 1.25 it 2.00 2.35 3.00 i

1930 1.00 1.25 2.00 2.00 2.35 3.00 90.ao

1931 0.80 1.45 1.45 2.59 70.oa

1932 0.80 1.00 1.45 1.45 ?..50 36.00

1933 0.80 1.00 1.45 1.45 2.52 70.00

1934 0.80 1.00 1.45 1.45 37 70.oa

1935 /i 1.00 1.45 1.45 2.47 71.00

193fi 0.80 1.00 1.45 1.45 2.45 71.OG

(出 所)StatisticalYearbookoftheKingdomofSiam,1920--1936,MinistryofFinance

andCentralServiceofStatistics,Bangkok,1921-1937.各 年 賃 金 関連 表 よ り作

成 。

(注)原 表 で は,平 均 賃 金算 出 の墓 礎 とな る労 働 時 間 を,い ず れ の職 種 も週 当 た りの平 均

労 働 時 間5⑪ 時 間 と して,1日 当 た りの平 均 賃 金 を算 出 して い る。 空 白箇 所 は,原 表 に

デ ー タな しの箇 所 で あ る。


